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概 要  

北海道教育大学附属特別支援学校の担任と保護者を対象として，日常生活スキルに関する指導・支援内容  

とその方法についてアンケート調査を行った。その結果から，担任と保護者が一貫性のある指導・支援を目  

指した指導プログラムを作成した。指導プログラムは，担任と保護者による話し合いの中で，保護者の意見  

を尊重して作成し，指導プログラムの評価から，担任と保護者が実態を交流して課題を共通理解することが  

重要であると考えられた。また，将来の姿を共有すること，行動を獲得することにより自信や達成感を味わ  

い，自己肯定感を高める取組が必要であることが考えられた。さらに北海道教育大学附属特別支援学校で使  

用している個人教育計画は，保護者が家庭でより活用するために，目標を遂行するための行動のステップを  

明確にして指導・支援のポイントを絞ること，視覚的に明確な評価，保護者の記入欄を設けることが必要と  

考えられた。  

特別支援学校（以下，本校とする）の担任と保護  

者を対象としたアンケート調査を行い，日常生活  

スキルに関する指導・支援の現状について調査し  

た。その結果，担任と保護者が指導・支援してい  

Ⅰ 問題と目的   

1．内容  

厚谷・五十嵐（2012）は，北海道教育大学附属  
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